
１．はじめに…「総合表現」科目設置背景と
本学部における授業展開の変遷

本学保育科では、幼稚園教諭免許状と保育士資
格を取得でき、平成 23 年度から教職課程の一部
改正に伴い、それまで保育士選択必修科目に位置
付けていた「総合表現」を教職課程の「保育内容・
方法に関する科目」に設置することとなった。

保育士選択必修科目だけに位置付けられていた
時期には、履修者は 20 人前後の少数の学生に限
られていた。そのため毎年履修学生によって題材
の選定を行い、一つの題材に音楽的要素、造形的
要素、身体的要素を盛り込んで３人の教員が担当
し、平成 19 年度より中京短期大学部保育科発表
会において、瑞浪市総合文化センターの舞台で
ミュージカルや劇などの発表を行ってきた。

平成 24 年度からは、改定された教職課程によっ
て殆どの２年次学生が履修するようになり、授業
方法も変化し、音楽表現、造形表現、身体表現の
３つのグループに分かれ、それぞれの表現方法を
中心としたミュージカルや劇、影絵劇などを制作
し発表してきた。

平成 28 年度・29 年度には、全員で検討しなが

ら一つの作品を制作し発表する試みを行った。し
かし、一年というスパンで学生がイメージを全員
で出し合いまとめる作業も含め、計画通りになか
なか進まず停滞する時期がかなりあり、困難な状
況もあった。反面、困難を乗り越え全員で一つの
作品をつくり発表できた達成感と一体感は醸成で
きた感がある。

昨年度までの課題のひとつであった学生が主体
的に作品づくりに参画できる授業のあり方や、そ
のために必要な授業計画を考え直し、今年度は、
基本的な表現方法を学んだ後にグループ構成を複
数回変えて、主体的な表現方法を実践する授業へ
と大幅に変更を行った。

２．30年度「総合表現」授業の概要
１）30年度「総合表現」授業の到達目標
①表現活動の概要を知り、それらを組み合わせて
新しい表現をつくり出す
保育現場における表現活動では、「造形」・「音

楽」・「身体」それぞれの表現分野が複合的に混在
している。例えば「劇づくり」を考えてみると、
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大・小道具制作・ストーリーを歌・ダンスで、ま
たしぐさ（演じているつもり）で表現など、表現
手法を様々に組み合わせてつくられている。他に
もペープサート・人形・運動教具を用いたりボ
ディパーカッションなど、多彩な表現方法を組み
合わせた実践も多数報告されている。30 年度

「総合表現」では、「造形」・「音楽」・「身体」表現
３分野の概要を学び、これらの表現を組み合わせた
パフォーマンスの制作を積み重ねながら、新しい
表現をつくり出す経験をすることを目標とした。

②複数回のグループ活動を通してコミュニケー
ションを図り協力することができる
アクティブラーニングの必要性が求められてい

る現在、グループワークも授業形態のひとつとし
てクローズアップされている。30 年２月松本大
学松商短期大学にて「『つながり』を未来の学び
に」をテーマに第２回短期大学フォーラムが開催
され様々な授業事例を参考にしながら、「総合表
現」にて小グループから創作活動を積み重ねて多
様な関係形成を目標のひとつとして位置づけた。

③作品を計画的・主体的に取り組みつくり出し発
表することができる
保育指針総則に「子どもの主体的な活動や子ど

も相互の関わりを大切にすること（＊１）」とあ
るように、表現活動においても子どもたちのイ
メージや思いを大切にして様々な表現活動として
展開する取り組みが現場においても期待されてい
る。「総合表現」が保育現場で活かされるために
も、制作過程において学生同士の対等なディス
カッションからつくりあげていく経験と、計画的
に活動をつくり出す経験が同時に必要となる。創
制作活動を進めるにあたり「計画的」・「主体的」
活動を経験すべき目標として位置づけた。

２）授業の展開
課題として抽出されていた「授業計画の再構

築」について、今年度は学生に明確な授業進行を
示すために年間 30 コマの授業を共通する４つの

ステージとして展開すること（表１）にした。

①「基本的な表現活動の概要理解」
このステージは、授業のガイダンスもかねて１

ヶ月ほどの期間行う（表２）。

「造形表現」・「音楽表現」・「身体表現」につい
て、ランダムに３分割された学生たちが，それぞ
れの表現活動について学びを進める。内容は、１
年次の授業（保育内容総論・保育内容「表現」・
保育の表現技術として「造形」・「音楽」・「体
育」・「言語表現」）で行われてきた概要を振り返
ること、そして小グループで一定の時間内に話し
合いパフォーマンスを制作するという経験をどの
授業においても行う。

②課題１…小集団によるパフォーマンスの制作
課題１（表３）の流れは、まずガイダンスでは

第１ステージの「３分野の講義＋ワークショッ
プ」を振り返り、グループ（ランダムに構成され
た７～８名の小集団）を発表し、表現する題材に
ついて提起する。題材は、「繰り返しのある絵本」
というテーマでセレクトする。

次に様々な表現方法を駆使して発表することを
伝える。この「様々な表現方法」のイメージを広
げるために「おおきなかぶ」を具体例としてあ
げ、どのような表現方法が考えられるか出し合
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う。寸劇や紙芝居などはもちろん、造形・音楽・
身体表現から考えられる方法を出し合い、これら
を組み合わせた「様々な表現」を考えさせる。

課題１の期間は３週間、３コマである。ガイダ
ンス・準備・発表を行う。

③課題２…中規模の集団によるパフォーマンスの
制作

課題２（表４）は、教育実習後からガイダン
ス・発表含めて６週間という期間をかけて行う

（発表は７月 26 日（木）中京幼稚園･遊戯室にて
子どもたちの前で行うことにした）。

課題２のねらいの一つ目は、中規模（12 名程
度）で４週間の準備後、完成度の高い作品として
発表することである。前回よりも長いスパンを進
めるためには役割分担と計画性が求められる。そ
こで二つ目のねらいは、脚本・進行（演出）・音
楽・大小道具など、役割分担を行うこと、毎回の
準備の達成目標を掲げて計画的に進行する経験を
行うことである。三つ目として、発表では実際に
子どもたちに見せる目的もあり、対象である「子
どもたち」を意識して作品をつくりあげることを
ねらいとした。また、発表においてはそれぞれ学
生個人で各グループに厳正な評価（順位を表記）
を行うことも伝える。

毎週の運営に関連して、各グループの代表を集
めて代表者会議を授業終了 10 分前に行う。グ
ループごとの題材選択・進行状況・必要機材の確
認・下見等の打ち合わせなど報告を行う。そのこ
とで他のグループから刺激を受ける機会や、全体
把握を行うことで学生が運営する意識を高める。
また、代表者会議のメンバーが暫定的に 30 年度

短期大学部発表会実行委員のメンバーとなり、第
１回実行員会で発表会の検討を始める。

④課題３（表５）ステージ発表に向けて
課題３のねらいは、これまでの少人数の制作か

ら学年全体でひとつのものを半年かけてつくりあ
げていくことと、舞台発表をイメージして表現作
品をつくりあげることである。

２年次全員でつくりあげることは、28～29 年
度「総合表現」のなかでも全体の参加・計画性な
ど困難さが懸案事項となっていた。課題３では、
希望する表現活動（造形・音楽・身体）を選び、
３つの作品を創りあげる。これらの作品をひとつ
のテーマのなかで「つながり」をつくり、いわゆ
るオムニバス形式の作品として完成させることを
目指す。

制作の条件として、時間的にはひとつの作品を
30 分までとする。絵本も含めて原作があるもの
から作品をつくりあげる。さらに自分たちで作品
研究を行い、独自に解釈を入れてもよいことにす
る。ただし作品に対して敬意を表して表現活動を
つくりあげること、安易な表現を行わないことと
する。
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計画的に進められるように、グループのリー
ダーを選出し、リーダーを中心とした役割分担を
早めに確立させ、全員でつくりあげる経験を重ね
ていけるよう留意する。このグループリーダー
が、短期大学部発表会の実行委員メンバーとし
て、ゼミ代表・１年次代表とともに短期大学部発
表会の企画・運営を行う。

３．30年度「総合表現」授業の到達目標か
らみる授業実践と課題

１）表現活動の概要を知り、それらを組み合わせ
て新しい表現をつくり出す

「基本的な表現活動の概要理解」 では、２年次
78 名をランダムに 1/3 に分け、「造形表現」・「音
楽表現」・「身体表現」の担当教員が１コマずつ講
義＋ワークショップを行った。これにより１年次
の振り返りやそれぞれの表現分野の概説を学び直
せたこと、そして少人数で編成されたグループ

ワークの展開を可能にし、表現する喜び・協同す
る経験を得ることとなった。それぞれの授業概要
は以下の通りである。

造形表現では、過去に行った発表会の造形表現
に関わる事例報告の後、影絵劇にスポットを当
て、影絵遊びのワークショップを行った。赤、
緑、青の３原色のライトを用いて、様々な色の影
をつくるというものである。７，８人のグループ
ごとに組ポーズなどを工夫し、カラフルな影をつ
くり、楽しみながら影絵の技法について理解すると
ともに影絵の可能性について考える機会となった。

音楽表現では、「ＢＧＭ」や「効果音」に焦点
を当てた活動を行った。言葉がなくても音楽で自
然の音や喜怒哀楽の感情を表すことができること
を説明し、「うずらちゃんのかくれんぼ（作・き
もとももこ）」の絵本を使った活動につなげた。
学生をランダムに６，７人のグループに分け、音
楽室にある楽器や教室にある身近なものを用いて

「うずらちゃんのかくれんぼ」の話に合わせて自
由に効果音やＢＧＭを入れてもらい、グループ発
表をするという取り組みを行った。

身体表現では、保育現場における身体表現の概
念と歴史的変遷を講義した後、「パントマイム」
の基本技術を伝え、４～５人グループで日常場面
を「パントマイム」をつかって発表を行う。あら
かじめ示しておいた日常生活場面を組み合わせな
がら少人数で行えるパフォーマンスを発表した。

課題１のガイダンスで、絵本「おおきなかぶ」
（福音館書店）を用いて，様々な表現活動を出し
合った。やはり最初は「寸劇」・「歌」といったこ
れまで経験しすぐにイメージできるものが出され
た。言い換えると、集団でパフォーマンスを制作
するときに「つくりかた」がイメージしやすい手
法である。しかし「基本的な表現活動の概要」の
ワークショップで行われた「影絵」・「効果音」・

「パントマイム」なども出され、他の表現方法と
組み合わされた形でも提起されたりした。例えば

「朗読」という手法であっても効果音やバックで
のパントマイムを組み合わせると新しい表現方法
が生まれる。これまでにないパフォーマンスが制

「総合表現」の新たな授業展開

― 36 ―



作できる可能性を学生たちは学ぶことができた。
実際の表現方法としては、「楽器演奏や、効果

音として利用する」・「観客の空間を絵本のフィー
ルドとして利用する」・「静かな朗読と肉声による
バックミュージック」・「小道具を用いた視覚に訴
える表現方法」など、教員が想定した以上に

「様々な表現方法」が発表された。「繰り返しのあ
る絵本」が題材なので、同じパターンの表現方法
を繰り返すことになる。そのため様々な表現方法
にチャレンジすることが容易だったのではと考え
られる。

課題 1 で各グループが取り組んだ絵本リストを
示す（表６）。これ以外の候補作品も含めて、古
い作品から新しいものまで多数の絵本が出され
た。テーマでもある「繰り返しのある絵本」は、
ちょうど教育実習Ⅱの実施直前で学生の興味も照
準が合い多彩な絵本がセレクトされた。

学生同士の評価も当日行ったが、任意の得点を
記載する方法をとったこともあり、どのグループ
も点数が高かった。またグループ数が多く 3 会場
で行ったこともあり、全員の作品を見合うことが
できなかったため、多彩な表現方法の組み合わせ
を実感する場面がつくりきれなかった課題が残さ
れた。

しかし、課題２（表７）では、逆に題材を選択
するときに一番イメージしやすい「寸劇」に併せ
て選ぼうとするグループが現れた。人数が増えた
ことで、まとめるためにはやはりこれまで行って

きた「寸劇や歌」による表現に安易に頼る傾向が
わかった。

しかし、少なからず「様々な表現方法」に挑戦
するグループも現れた。それらグループに共通す
る特徴として、最初に「表現方法」の検討を行っ
ていたことが観察された。「絵本でみえる『動き』
を身体で表現したい」・「ストーリー進行を『影
絵』で表現したい」、「ミュージカルの手法を取り
入れたい」と始める前に表現方法の検討を行うこ
とで、イメージの共有を図り、役割分担もスムー
ズに行い計画的に進行していた。

課題２は、中京幼稚園のホールを借りて子ども
とともに学生全員で観劇し評価を提出させた。学
生たちの評価基準を考察すると、新たな表現方法
の組み合わせに対しての評価もみられたが、ビ
ジュアルの面白さや単にストーリーのユニークさ
なども多く、多彩な表現の組み合わせに対する評
価が掠れてしまった。実際に表現方法を評価基準
の上位として考えていた教員と学生とのズレも、
教員の反省の中で出された。

その要因として、「題材の選択」が関係してい
ると考えられる。課題２では題材を選択する際に
共通するテーマを設けなかった。テーマを設ける
ことで学生が「やらされている感」がでることを
嫌ってのことであった。しかしそのため安易な表
現方法でも展開できるよく知られた題材を選択す
るグループが現れた。明確なテーマに基づいた題
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材の選択が、題材をどのように表現するのかを考
えるきっかけとなった課題１の成果を軽視してい
たことが、振り返ることで明確になった。

課題３では、ガイダンス時に３作品の共通する
テーマを設ける話し合いを進めた。しかしその
テーマの話し合いも学生の意識の差や「最大限共
有しやすい」テーマに流される傾向も見られた。
課題２において題材選択のための共通テーマを設
けていれば、さらにテーマ選択の必要性も、そし
て表現方法の多様化に結びつけられるテーマ選択
もできたかもしれない。今後の課題でもある。

２）複数回のグループ活動を通してコミュニケー
ションを図り協力することができる

授業「基本的な表現活動の概要」において、少
人数でのパフォーマンス制作を複数回経験した。
そして課題１の６人という人数は、それぞれの顔
が見え話しやすい様子がうかがえた。そして、一
人一人の小さなアイデアを面白がることや、それ
を取り入れていきながら作品がつくられていく過
程も確認できた。この経験は、現場において子ど
もたちと気持ちがつながりともにつくりあげるプ
ロセスと類似したものがある。「表現することが
楽しいと思える」経験を共有するという点におい
て課題１は、ほぼ達成できたと評価することがで
きよう。

課題２は、およそ１ヶ月の準備期間があるとい
うこと、13 人という中程度の人数で進めるため、
課題１では意識していなかった「計画」を立てる
必要があること、そして「役割分担」が必要にな
る。それぞれのグループでは中心となる学生の存
在が明確になるに従い、意見調整をしながら取り
組みを楽しむところと、一定の方向にまとめよう
としてしまう学生も見受けられる。そのため個別
指導が必要な場面もあった。やはり構成する学生
の雰囲気や中心となる学生の存在が、コミュニ
ケーションを広げ深める要素として考えられる。
そのため学生の達成感も差異があったように感じ
る。課題２の難しさと教員側の指導の検討が求め
られる。

課題３については、20～30 人と大人数になる
こともあり、全員で合意するものと各担当が進め
るものとを整理し、学生間でのコミュニケーショ
ンが図りやすい「仕組み」をつくりあげることが
課題である（10 月現在）。

３）作品を計画的・主体的に取り組みつくり出し
発表することができる

課題２において、すぐさま必要と思われる大道
具小道具づくりを全員で行い、美術室が１～２週
目に集中した。これはグループの取り組みに対す
る「計画的」が問われることとなった。学生から

「慌ててしまう」・「他のグループのことが気にな
る」などの声も寄せられ、見通しを持った計画が
立てきれずに不安を抱えてしまう姿もみられた。
学生一人一人の経験に対する差異が大きく関係し
ているのであろう。例えば社会人が取り組みの中
で大きな役割を担っているグループなどは、計画
的な取り組みにつながっていたりもしていること
からも分かる。前述した「構成する学生の雰囲気
や中心となる学生の存在」とともに、「計画的な
取り組みの経験」が、これからの課題として浮か
び上がることとなった。

４．まとめ
現在、課題３が進行中である。課題３におい

て、計画的・主体的にとりくみ発表する経験が，
新たなスキルを磨く経験につながるはずである。
そのため、短期大学部発表会を照準に一回ごとの
授業を主体的に自覚して進めることが必要であろ
う。長期計画を設け見通しをもって取り組む必要
がある。そのためには、中心となる学生への援助
と指導、分担された仕事を調整する役割を学生と
教員とで担うこと、学生が主体的に進められる条
件と仕組みを模索しながら構築することが、重要
な課題となる。

今回のまだ途中である「総合表現」の経過をま
とめた。半年の段階でも多くの課題を抽出するこ
とができた。課題３の充実と発表会の成功を目指
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し、この経験をこれからの「総合表現」における
内容の更なる研鑽につなげたい。
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